
〔1〕裁量で蘭錯簡  

串榎薗取離掛特徴措，既成碍クラスを、   

昏削こ摩Å顛に分割し，そ嘩′卜軒ループ春   

→丸酔勒畠が重層捲っ・てぃ愚こ直で轟患。   

痛教練．学校瀞用意心俺「進路ノート」に   
勒ウて湛換ら軌背嚢軋 凱年度から乱 そ   

れに加えて．生徒由垂範た骨コた自主載＃   

密学年ご羞に作鹿打田轟凱より取り観轟   

易い内容となっ鞋己とによ巧，生徒碍括勒   

軋よ軒碩極蘭粟屈指て垂てい毎。  

1，2年旗把睦車重風産牛替に卦けた呈住   

人を革位せして帯卑してい巷。  

1年旗艦怯卜生硬塵題灘東書中て助基嘩   

椅な触感嘩情報堰壌儲葡湛．自弁即題牲忠   

ど在学．習し，丑年釈で曜Jl年次で薗活動   

費転とに，自己理俸や適格研究春辣地鳥己   

とた取鞘阻血■管し1塾。自生丑封‾とLて娃，   

費靡報告者等蟄借用し．寺田自分に柴げて   

拍車所密漁山番晋作菓畳通じて進路実現へ   

向けて何基佐助改行動を屈しで的愚。  

巻島巳，いず利昭学年に串伍甘屯．グ   

ルー欄奄す為墟面萄認許したり，イ■ン   

ターンタップ等必備敦尭義春した粉骨竜こ   

と葦壁旺よ町．知識だけで旺複式．コミュ   

ニケ←ション能力車乗島津晃・解決能力な   

ど倍音威旺も役亜耳ている愈  

3年壊管晩 学年聾倖革聾蹄春草別1こ5   

封碧属に分吼 尊軋ぞ軋再選粗に応じた敬   

一封壷用意して括勤して屯ユ酋¢ き毎に相月中   

旬群島詳準蹟決定状現荘応じて4芦ラスに   

分けて，生徒春台由裸輝臣二取り組ませてい  

る。  

例見ぼ各年生謝瓶艶酷寒にコ♭‡て臥 人   

葡で疎発車等砂時間轟重く取り太れ，コミ   

ュニ畢一計ヨン卦，文章森泉卦．金・語義視   

力選管成し†凄昂旺．常サー等笹互値仁清   

備L督うこと晦どによ凱社会盤括在中円   

滑恕適‾応が守屋尊慮豆腐工轟奪してい毎．   

東た．就職轟壊痘青首三顎小官旺革帯棄現旺   

向けて轟卓ち敵背乾草萄す啓乙草野東腐嘩   

車軸男鹿貞書を綾乃た寄集曲輪読苧盛腰め   

発表を歳拡て，軸宿敵転封骨愚癒痙的赦  

本校は，下関市菊川町に位置し．各学年普通  

科1クラス（定員40名），総合生活科1クラス  

（定員dO名）で．全校生徒約240名が在籍する  

学校である。   

教育課程では．少人数編成の授業や習熟度別  

の授業を取り入れ．普通科では進路希望に合わ  

せた選択科目を開設するなど．きめ細かな編成  

を行っている。また．結合生活科では2年生か  

ら生活デザインコースと食物・福祉コースに分  

かれ，より専門的な学習を行う編成となってい  

る。   

生徒の進路先は，進学する音と就職する者が  

ほば同数であり，ほとんどの者が地元・近郊の  

学校や企業に進学または就職Lている。  
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「総合倒在学習の暗闘」をキヤ1」ア教育に  

取り組む時間と位置付け，キャリア・アクセ  

スプラン（CAP）と名付けたプログラムに  

従って．教育活動旺こ取り組んでいる。   

各学年のテーマ措．1年生が「情報収集と  

自己理解」，累年塵が「キャリア育成と進路  

目標設定」，3年生が「社会理鰯と自己実現」  

と設定してい竜一   

年間約呂5時間の内．教義での活動の時間が  

3分昭2，その他掛詰演や進路詞明蛮等の時  

間が苛分個1砂酎告と患ってい乱   

丁‾‾   
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CAPの時間（教室）2年生  
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姿勢が保てるように支援している．  

〔2）校内での講演等   

ア キヤリア紳演会（全校生徒）  

講師：外部確聞のキャリア指導講師  

社会の動向や社会が求める人材につし1  

て，具体的な事例をあげて説明を受け．  

社会・職業への円滑な移行のためには高  

校生括というライフステージで何を重い  

準備すべきかを学んでいる。   

イ マナー・アップ講習（1年生）  

講師：地元企業の経営者  

高校生括の早い時期に．TPOに合っ  

た適切な表現．身だしなみ，礼儀作法等  

の指導を受けることによって社会生活で  

の円滑な人間関係構築のための基本的な  

マナーについて演習形式で学んでいる。   

中 国際理解油滴：（1年生）  

講師：海外での就業体験者  

海外での括軌の様子や国際社会の項状  

を知ることによって．国際感覚を養うと  

ともに，塵かな勤労観・職業観の育成を  

因っている。   

工 出前講義（1・2年生）  

講師：進路希望調査をもとに招へい  

四年制大学より 4名  

短期大草より  2名  

専門学校より 16名  

自分の興味や志望進路に合った学問ま  

たは．観葉についての講義を実際に重け  

ることによって．進路意欲が高まるとと  

もに．新たな進路情報を得ることができ  

ている。   

オ 3年生による体験発表会  

四年制大学・短大・専門学校・就職へ  

の進路が決達している3年生が1・2年  

生に対して，自分の体験をもとに励王し  

のメッセージを送る会である。  

受験を通じて感じたことや，高校生括  

で頑張ったこと．下級生にぜひ伝えたい  

ことなどを括りかけている。下観生にとっ  

ては先輩から励ましの言葉をもらうこと  

によってt 進路実項に向けてモティぺ－  

ションが高まるとともに．田部高生とし  

ての一体感や帰属意識が醸成されてい  

る。3年生にとっては．多くの聴衆の前  

で語る経験は今後の社会生暗で役立つと  

思われる．  

1 ■  

－■  ⊥邑■  
さ年生によ風体嵯滝壷垂  

柑）球界苛の活動   

ア 進鴇朝敵会（全株亜確臼  

井郡嗜専門機聞古聾捷し，串按薗葉状  

旺台フたプログラムヒなるように担当者  

と検討直垂ね走上習，これま胡乱 塊招  

よう鞋コ、－ナー蕾改打て来港bてし与る。  

・学校蔵明コーナー  

・臆業体験コーナー  

・鹿瀬茸撰コーナー  

・面接楷専†小論文持寄コーナー  

生徒掘自分の興味・進路に合わせて各  

コーナーに自由に参加で苦るようにして  

磨り，自分の進路決定がで卓ていない生  

徒にとっては進学・就職畑両面で，専門  

的なア‾ドノてイスを受けることがで卓るた  

め1各自の将来設計に太一叫こ役立うもの  

となヨている。   

イ 起筆串間（1・2年生）  

1年生は製造業（曹通科托農埴個個・  

患合生活科ほ被偲関係乱．遥年生は学年  

蓉グループに分け4コの企菓敵前間して  

い毒一乗匪に現場で働いてい奇人かち曲  

者巷間くことによって，勤労観・職業観  

が育成吉和局ととも旺自弁の適性を考え  

酎線会が卑えられ石可 蓋た．3年生薗∈  

APのテーマの一つで番古社会理解に包  

括び付けている．  

－
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■＋  家庭クラブ括勤の一療として学校が斡旋  

す乱酔官 夏期休業中及び10月に保育屠・  

老人ホーム■葡祉施設等で態儲職員甜補助  

等隠活動者行ってい番。平成21年度からは  

ポチンティア記歯車を生徒に持たせ，生徒  

が苦れ旺記九し．自分招請一朝置思い起こす  

ことにより．自己肯恵盛由爾葺，社会参加  

意欲旬向上巷囲っている。  

〔1†人前簡保ゴ虻㈲ く金撞生徒）  

人間階級形成簡力は社会で最も求められ   

る力の一っでぁる。本校性クラス苛えがな   

いた範．とりね軌 円滑な人間鞠儲が重要   

となりき他者を受容官苛能弁が畢歯偏れる。   

モ申た軋 学年・壁校一斉で拍「人間関係   

づ‾く町」「仲間ヴて臼」の蔑智車轄ってい   

る。平成21年鹿憶，身晋見学位で「アサ一   

重fヨントレーニンダ」蘭野蚕ども取り入れ，  

山白熱立田部高等学校崇崖掛ラブ  
ホラ知ナ由瞳蒼 

吋年管見．．／早－■．．年．見 ■・F  
鼎舶：蕗・稿／＝車⊥窄．F萄  

車 名  

人間蘭保づくり演習  

（㌢十倍報モラル常習（全槙生徒）  

請願：姓酷惚園情報担当者  

携帯電話やインターネット上で碍マナー   

やトラブルへの対儲方法捏具体的な事例億   

もとに学習し，嚢生活で役立コ内容となっ   

ており，人権茸哉偲向上旺も寄与している。  

〔3）朝の読書・全校一斉藻草テスト  

朝田読書革も 毎東川分間重森読むことに   

よって読書習慣蟄身に付け．生徒腐生涯学   

習由土台を樺成することに加ぇ，落ち着い   

た一日をスタートさせ盾ことに酎役立って   

いる。  

全校一斉藻字テスト臥 毎週水曜日に事   

前打法砲ら机た範囲昭テストを実施して由   

り．定期鞄に定着状況港確認するテストな   

ども実施してい竜。  

（4）教科の学習切申で掛取偲  

…衷歴帝蒋朝：の授業で昧∴勤労観一騎業韻   

の育成に直接給餌付く寮嶺での活動や実   

習．苫ち旺．資格：取得取取組などが行われ   

てtlる。   

・町内の企業，病院，保育園1福祉逓農頑  

鹿屋部ら劫ヰA周声香取材。   

（1）インターンシップ  

インターンシップ桔平成甜年度から行っ   

て尭町．2年盤由就職希望者等を対象とし   

夏期休業中に実施している。帥年虔は長大   

3日間の実施で量ったが．凱年度措5日間   

実施で曹た企業もあった－ 蓋た．芝1年度は   

生徒昭受入四億腐植学蛭が行い．菅れ以後   

野菜啓韓生徒が百分で畳Å先と連蹄をとり   

熱がら行うよ宅＝≡改めた只 また，インター   

ンシップ日詰麿毎日企業周担当者把捉出吉   

せることで自分蘭行動尊慮管し．責任感め   

向上を図ることとした。  

（2）ボランティア  

一朝－  



経寮奉行匂た「進撃野た嘩噂マ草1ブランJ  

酔蕗掠急患麿僻轟鳥。   

また．悪弊聖胎盤漉車重蕃と腐轟轟恕対轟  

とした．爪性「智←華喝頻畢遠国礫訴媚朝輝  

線癖脊就囁贈等専門鼻把去蜃購耗誠鼓旺向畔  

青野尭扶酪鹿講義敵好感 触親轟才葡ど  

も嚢常し藍鞄   

革命飽．聾臨揖苛兼野草掛月旺1画架宿し  

てい為rキャリア遠海」癌中骨臨 症乱筆噴  

時碍伯蘇葡向春の細部帝牛車喝評開運崎行事  

勒報告紅取乱 現在助雇用博萄草職業先走し  

音痴感転熱感嶺鹿コ頻度儀油劫鹿廟端座墟嫡  

盈 俵蕃葡把キャリア載官紀対菅審理解蜜趣  

斯こ周ら耳嘩確報輝華語草檻弥勒艶   

成業】  

監督術な撃習呼時鞍   1   

春彦曽見ピとの牌旺可換首鼠尭魂昭島  

射馳上野「嘩捉車中遺産部価魁官職届こ撞備  

中穣のアンケー・トから分かる．   

また，「進路轟猿島ユ恕だ由帝聾臨i海藻  

腹疲垂磨戯生徒辞「鮭乾酪割忠贋蕗甘踊凱  

3年亜嘩生態曲高校啓寧聞聾邁むて昭芭．鳥居・  

旺封ず轟評価I藍 昨年義隆薦宅飯事雷一首乱   

各分筆靡痘密操鹿島軌思鼻常闇『廟癖軸   

華撃皐草苛．学校糞捧薗卑ヤ望ア鞋育噸   

礁酢画轟囁敵ぎ菰貰い巷。岩麻酔画趣下守i   

各学年敵前車醇ど藍転吾風圧轟細鹿討画賛   

正号箪，畢障曝鞋野啓障軒桝阻材苦け乱  

亡茸）葡農耕髄由嬢配  

草畢甘ア・蕗昏シ菅リユぎ憩ぜ沼盤螢奄   

嚢帯革帯革耳苺泥酔嘩方乾軌 九蘭閣僚づ   

ギ草魚置嘆ヨ毒ユニ新一中書訝億劫笹高歯   

慈恵由命尭誌恵乱舞麒胞生鹿撫韓愚境南   

で簡畢茸肇研轡蟄蓼符節敵軍碧泡も蜃の   

森泉鮮L蛭環華南講尊前申菅生か堅重富串   

恵一  

藍鞋，慣熟旺野師て牲．尊卑り若草育先   

歴程義義やキヤ妻軒教育措聾者養成蔀聴地   

産転奉加仁恵凄艶奇静内療盈綾南で鐘悔   

b，嘩鞄薗孝平導革帯育で隼静曹奉樹華   

南藤蔑避臨藍姦智申時間聾藍証駁諷軋泡。  

生徒療幽簸戯亘商港鹿麗鼓鮭癒弛もて蕃  

でい凱嶺盈幣輩醍韮哺蜘王，草苛酷輩柴  

が自分侶漁師鞋親埴で屯凱基幹蔚檻輩搾先  

蟄綻恩遇逓穂卸咤生聴偽計勧惑起鹿亘．抽基地  

轟寄集跡楷鮭菅牽吋た彗吼 4月彗葡紅海帯  

蕪酷直弾毒草壁嘩衝撃楽師語意七鞋雄嘩魔  

金一 線臨恕諒恕直も直盆匝恵庭廿怠れ恕  

だ盈P顧時■尚背進蕗賛辞辟庵蒼bで告た正．と  

単i革帯丑等蜃藩Lで学習鞍貴社轟借勢噸裡  

鮭たよ臣菓拠金宙厳L竜巻讃鼓守蕃尭己恕故  

苛癖棄藍蔑観梅痺誌蓋世勅商港擾供骨壷己  

と鹿串払紅塵昭敵鮎哲蕃鮎   

母船申陛乱酔部声部併進撃管財奇襲学塵  

昭利掲能事中背泉撫顧密事嘲直垂層聖葡傭し  

一重－   



ど掛軋金轡転進苧苛萩野与謝甘る拐蹄斎藤   

が清まヨ直轄集金費免官匝奄仕  

■■妻妾画商■  

も甜菜背侶九蘭常備ゴ竜田亀境磐常軌 一   

定鈴蘭農摩上予甘帥轟と萄えで甘咤。寮奄嘩   

堂癒兜鳥越．盤藤卸東関鞠聴海事弾席登場境   
地捧一艶野培僻酔麗寵恕告領巾局灘．具体的滋   

賀習馨行う己、と把庶り．借着良師円滑鑑Å間   

鞠棒重源戎ず竜顔鮮づ臣官費て拍るよう菅轟   

恐竜岩碑覿 嵐聞蘭癖辟匝曽プル旺盛番市   

警撰・蟄劉胡闇鴫で匝軌  

貯野馳諦掛革古直走苛覚管領革．   

軍・尭宙封奄甘訝暦学軒コ一部粥相磯敵 性   

醇・襲嘩構撃砕弼滞藩聴蕾草恕だ≡と赴歴に   

庭敵∴窮感弥戟痘痕．億轟奉幣召諌・由窃ン   

憩訝－．・睦去細管臍克也藤i頑健につ   

む咋萄争議憫準韓業師翼竜轟彗にな   

Y凱蘭親倭摸帝政超鞄衛ょし嘗蓉直，   
蓋転丑睡魔曲軋曲藍密隠伝・魚戸嚇時間   

辟埋骨襲撃帝彗背走・b乾こと軒軋慣捧略載   

恕熱延袈廓重森蓮如轟岳堅恋敵吼＿啓単年と   

痘華轟孝韓殿躁軸嶺療軸＝抒恕軌尭   

勒購轡萄畢環業闇藍蒔笹藍う、王薦野準みで   
卦噌撃 

■保護者に対す＿る働書か司   

嘩醍牲芽琴朝掛率華碍帯琴菅♭苛も頓瀞」   

封揮醐師鴫璃化擢事ナ帝痴脚鞘駐車年度   

藍奄・「鹿甘塩鹿趨」丑「帝骨恕雷旺麦愚」呼   

鈴計囁即噛嘩層弼．で鞋1拳骨「号草斡薗準嘩葛   

藤軒樹上し苦い奄軌旺つ臣で屯屑撞藤密集   

が出宙鉦鼓 こ撥己．と融凱轟睡覿車背リア   

載評転鞄傑確菅田評師嘩準革野苺興野守萄偉   

直愚ね覿番－  

封 寮一計封攣ぎ臨∴盤牡鹿思潮壌灘盤圃  こ   

賢し毒草蓉噸邸欝葛諒剣呑轟を嘲埠振って  

曲軋春地盤瞳常廉廉音韻賠確菓■旺東和望て  

遭ワ官牲竜也   

軍学㌢苦宥草野郵軍学髄渾圃江華埴萄喝確  

執が韓射して卦凱平成躇申渡拝延輯数奇鴨  

乱 闘年度鯛瞞．臥軽塵由由痘頂徳庵耳偏  

鱒誅腎曜畢榎草津斡華螢囁1儲上が革新■bて  

い車載配苛轟敏已うし転馳軋辞書ンティ  

平癒就職観菰庶睦苛旺転屯 コ蓋ユニ封一お卦  

封祐一卦噂育成駐屯苛鞍部苺芭豊艶．浄華薗撃   

執癖嶺藩・盤療→育漠寮費應卜犠．全壊で  

愈碗離盈♭甘密賢して普紐中華挽盤括低よ拍  

動巣春海た堅b背Ⅴ嘩塑考ぇて抽巷¢   

勅封痘串音感中頃籠敵背蛙．豪産や福祉教  

科蝕韓習外部肺聴尭丸盆蕗骨感横車縛宅設  

貯ら軋で防毒こ逝旺擾乱鞋馨帝職業裡辞田  

葦把i責削岩≠√鞄醇扱藤彗亜蓋敬重藤酪轟恕  
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催したい。   

3年生によ盈体験発表会など昭企画は．生  

徒のモティぺ－ション向上のた妙に効果があ  

ると考えち軒L竜ので，事前の質閏アンケート  

巷菓施す亀などしてより尭尭したもの旺改善  

したい。また，卒業生沿社会人博上親筆棟生  

を評加蓋も実施したい。  

この3年間で生徒昭進路意識は着実た向上  

して潜り．特に温路決定仁射す尋資辛は前向  

きに詣コて蕃ている。しかし，進路稟現に向  

けての生徒自身Ⅲ痍壇拇な取組旺は課題がぁ  

り，学校がやってくれるといった意識巷もっ  

てい苺生徒毎重く，生徒白身の積極的な括動  

が加われぼ，より高い進路目標が達成できる  

と考えら軋る生徒も少なくない。   

インターンシップやボランティア活動な  

ど．接卑な社会とのかかわりを通じて自己肯  

定感が育成できるよう缶標会も設定している  

が，今ひとつ自席をもつまでは至っていない  

生態も見られる。生徒が，より主体的に行動  

写‾る力鞋付けることが課題であ竜。   

生徒の主体性畳弓ほ出すための取組につい  

て‡ま，敷島が蓋現的に仕組むことが必要とな  

ることかち．目的意識をもった校内阻教員研  

修を♯親していくことが或められ愚。  

キャリア講演会  

ヰサリア・  中一ン七草一申活用由遜闇溝   

轟掟習軌轟寄集顧慮轟瀞垂睡電離鞄喪章  

草野彗徒薗準開講に蘭好守る葬儀粥‘背牡堪  

称≡車ヤ畦碧・食管ン竪蓉－ヨ軋 釦鞋蜘庶  

政希壁審問尭■壌旺あ鮭愚者〔棟内習唱名赫：鹿  

囁措蒋専門畳う砲j革畢置里でい蒋篭  

‾，ユロー  

■旺妻】l   

ハローワークで凍A簸再転 両横家業施し  

て決定し恵セ   

キヤリア・カサンセ芳一旺草ヤーリア教育に  

射し専門的軒諸笹有哲轟五樹L就弛蛤襲専門  

員ほ地元企業招状親密熟知も尭社会と生饉と  

の構遊しがで蕃番Å樹‾蟄募集した。  

出航講義  

本校郭日頃確嘩控して出来上がくったGAP   

昭取組は鮭続し，その内蓉についてiも 生徒   

の主体的な括卦蟄取り入れた仕斡み畢工夫し   

てい葺ことが重要と考えている。そ由た即こ   

は．CAP鞄時間晩 生健たとって単に情報   

を与ぇら軋魯だ町亀填ではな＝く，自らテーマ   

を設定ら．紫究しても1く場となるよう，実施   

方法一変工衷Lてい着たい。  

講演会や説明睾等争単発楷なものではな   

く，C且P何時開放どでフィー悍バッタし，   

生徒押詰勃に連続性がもてる内容のものを開  

付 舶酌庵海猫   位軽  

両名とも進路僧導課内陪位■置付吼 生儲と  

の個別の相談や面接が実偏することので吾昂  

部屋に常鼓することとした．  

〔1）キャリア・カウンセラー  

平成1g，訓年度は．年間2昏回で過1日常   

監する形態とした。柑1年度怯年間呂回）  
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地元企業と学校とのパイプ稗も果たしてい  

る。t求人賄拓．職場訪問日の訴藍）  

「‾t  
（1当 年ヤリア・カウンセラー  

C且fの博聞に‡・2年盤を対鼻先した  

性格・適性テスト．演習唾棄鵡し，自己理解  

の促進を支援している。3年生紀封■しては  

草葉穣社会で必要となる法饉や社会保険申  

基礎知殊について呪韻語を実施し耳いる8  

（計上就職摘■尊専門員  

3年生再就職希望者と保産着を対義とし  

た就職哉明会での辞師を薄めた．  

カウンセリングの対象は．全学年生徒と   

し．苧親担任と適地をとりながら．自発蘭   

詣相計盈原胡として開始したi平成別年度   

は1年生全員が牒ウンセリンダを豊けるよ   

引こ学年で計画壇立て．自発牌な租満と並   

行して借用している．  

拍1就職指尊専門員  

平成19年廉か缶．過男回，年間Tq柑糾回   

の来校とした．  

カウンセリングぬ対券．牲．儲葡萄彗の幕   

3学年の生徒とし．学級担任前進跨指導遜   

とも連携局とりながら，生徒僻自分伯適性   

や条件に奉った企菓巷故意すること壁日轄   

とした¶  

進路快走旺悩む生徒に卸して．専門的な知   

薦や技能を生かして生徒の適性について適切   

なア†㍉巧イスを与ぇ．王た奨学生制度抑制用   

方撞巷具体的説明するなど、聖徒にとってよ   

りよい進特選釈を促す指導徳行っている白  

亜旦射義昭許修争 CAPの時限での性格・   

適性苧克卜及び解前の参観によ凱奇兵の力   

学ンセリタグの技術が向上した。  

一蹴職掴都■声門用  

事く碍就職希望価生徒侶相談鑑瀬屯．地元   

企業中堪祝を説明し赦がち，生徒昭希望する   

職種砲金重器壇具備蘭に紹介心てい転宿くと   

ともに，嘩元金黒鉛静岡なども粁力鞄旺行コ   

たいただいた。昨年度就職部哉僅し憩生徒ゆ   
蔚4割由は，就職指頭専門員の凛執を貴けな   

がら決めることがで書たものでぁる．  

施殻実習  

i滞樅鰯訝  

〔1）キャリア・カウンセラー  

個別の相談件華性．平成1凱 加牢固臥  

自由面戟で．それぞれ軸名奄塵でぁった。  

別年産は面覿計画を立て．10月まで臣1年  

生を中心として約卸名のカウンセリング‾を  

尭備してい竜。  

（宜）鹿・厳指導専門点  

こ由数年圃，3年生を中心・旺年間延べ範   

l川名切・生徒が相談巷糞吋てい魯．  

■ 教員の侶用状況  

（1〕キャリア・カウンセラー  

捜畳封泉のキャリ・ア・カウンセリダ前方  

法と生徒田性格・過性捉ワ御領個研俸帯師  

を俵軒するなどした．  

（2）就職指導専門員  

進路指♯鞋卯就職担当と連携のもとに．  造踏相儀療  
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こ丸か毎億苧聴濫掘舶て蛙．盤観がキャリ   

ア摘缶誕セリ封厨患者相恩邑と戯で曹草体   

御殿整備部磁束畠返品と尊兄ら軋蟄ことか軋   

患恒専門鼎簡勤番起蘇韓毒屯ったよ樹醇転麿   

敦患包旺，毅畳鰯画徳庵廟庖こと旺鹿コ屯   

轟愚挙眞畢軍師河野封七排封ダ替摩拘で行う   

こ立野で嘗′最長丑旺替毒こ藍感彗課潜で海亀瞥  

等樫事乱卑賞辞草葡リア！カサンセラーと   

して対応L背い葺こ鞋がで尊母捧観守く拉と   

む軋陪隠恕囁教義ぬ認皐ル倍廟＿迦敵直ぬ環射   

さたい．！  

そ申た抱臣旺，鞄蓋がE且軒軒時間専守髄   

椿・遊牧費慮卜達簸轟錮虹苗用骨品畠と削≡   

草助牙軒蟄鞋芭檻個九蘭議奉行うシステムを   

搾コ苦拝覿酎巾  

高等学校においては．これまで行ってきた轟  

音括動をキヤTJア轟音という視点で整理する必  

要があると考えている。生徒のキャリア育成に  

対して，痩々なセクションがば引まらに取り組  

むのではなく．学校の組織的■な取組＿として体系  

付けられたものとしなければ凝らない。   

粛査研究の推進樫として囁＿り′組んだ本校の3  

年間は，手探りの状態からスタートであったが，  

そ㌢L茸での教育活動で積み上げら－れたノウハウ  

の‾下に．生徒由反応壷見ながら試行錯二誤を凛り  

返す中で，本校としての辟を徐々に作り上げて  

卓た。その帯果，生徒の進路意識も徐々にでは  

あるが高まりを見せてぉり．鞄貞好取組意欲も  

向上するなどの成果も出てきても1凱   

こうしてで音た取組の形偲，本校の生徒たち  

にとって由．→つのキャT」ア教育の形であるが．  

今後．入学して＜る生徒たち伯変化などに合わ  

せて苦らに改善を進め，楼内での無理由ない実  

施形態や方括など，より良い形を戎薗ていきた  

いと考えている。   

今桂の課題は．生徒一人ひとりが学校生括の  

中で，自分中将束を見据えた括勒に．自主的．  

積極的に取り組砲ることが皇蓋しい戌軋 そうし  

た活動貰えも滞足にできない生徒も出てきてい  

ることから，できれば学校が提案モきるような  

具体的な活動のメ・ニューなどを整備することも  

必要なのではないかと考えている。   

蓋た，生徒たちの括動を適切に支援してt・1く  

た砲には．教員潮キャリア・カウンセラーとし  

て生徒に的確な指導直行う必要があり．そのた  

めのカウンセリングの技術車道路についての専  

門的な知識などの習得に努めながら，価値観の  

多様化している様々な生徒た引こ構撞的にかか  

わコていく姿勢と覚悟をもつ必要が轟る。   

最偉に．学力に課題があ愚と考えられる生徒  

たちにとって最も大切なことは，基礎学力を定  

着させ葛ことであり，それがキャリア教育の基  

盤をコくることになるb こうした基礎‾学力の定  

菅の取組Jまキャリア教育費行っていく上で町大  

前提になると考えている。  

の他の取組   

準成摺．却嘩顔面革養生忙耕し，悲境観倍額  

覿強腰應廟値廟鹿腐蝕嘘鹿癌化席題悠増一卜重  

野華♭，回春巷嘩軒し発。蕾鞋ア、㌢封－ト群回  

昭博壌億劫闇薦頑櫨つけ君臨∴接触泉南企頴庖  

詭輯もヰ廟儲鰯把瞳密行った＃こ府誼査臨よ吼  

敏僻し耳丑年掛軸匪醇嘩むた蕃時1‡陣幕申卒  

業生増穂肇魔∴軸華藻桂紳繁華恕項敵   

宮㌢恵一阜廟薗廟蓉睦抱軸群で義治酷耽そ  

甫申で尊卑寧星置馳任畢撃囁酢藩党軋で  

垂敢かヨた垣菅基準由敵勢軒ポ購療育埴Å廟蘭  

誌療養も嵩も陪東森包卸恋敵獣鼓   

芭蘭芭畠は駐且P曲時間等苛確り＿上げ苛■潜  

り．人弼帯帝樺鮭能力由重要性巷垂簾酢自賛甘  

恵庭痘廟僅痛感謹淑誌態泊てい轟。  

F「  

朝の読書  
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山口県立田部高等学校 キャリア教育全体計画  

滝定圭珂繋三選 
・キャリア教育の在り方に関する効果的な指導内容・指導方法の充実・改善  
・キャリア教育の専門的知識を有する外部人材の活用の在り方  

関連する教育法規等  重点目標  
自己教育力の育成  
学習意欲の高揚  
キャリア教育の充実  
豊かな人間性の育成  
基本的生活習慣の確立  
健康・体力の増進  
人権教育の推進  

国際理解・情報教育の推進  

環境教育の推進  
家庭・地域社会との連携   

・教育基本法  
・学校教育法  

イ児童生徒一人ひとりの勤労観．  
職業観をそだてるために」（キャリア のに  

教育推進関する総合的調査研  
究協力者会議）   

・平成19年度山口県教育ビジョン  

推進の手引き  

・キャリア教育学習プログラム  

生徒につけさせたい力  

望ましい人間関係を構築し－互いを尊重しながら自己を高めていく力  

進路選択のために多面的・多角的に情報を収集し生かす力  
自己の能力適性を伸張し．将来を設計する力  

目標の実現に向け学習を深め．積極的に自己実現を図る力  

○人間関係形成能力  
○情報活用能力  
○将来設言十能力  

○意思決定能力  

各学年の指導目標   

1年   2年   3年   

・新しい環境の中で望ましい人間関  ・他者の価値観や個性を受容する豊かな  ・進路目標の実現に向けて，具体  係を構築する  心を育む  的な目標と課題を設定する   
・学習活動を通して自己の能力適  インターンシップや上級学校体験など  ・目標達成に向けて計画的に取り   
性について理解と伸張を図る   様々な学習活動を通して勤労観t職業観  組む   

・様々な進路情報の収集を通して進  を育成する   ・職業・勤労に対する理解1認識を   

路選択をしていく力を育む   ・自己の職業的な能力適性を理解し，将  深め．社会人として必要な資質を養  

来設計に基づき進路決定を図る   う  

第
3
章
州
 
 各教科・領域等における指導内容   

各教科   総合的な学習の時間   特別活動   
，各教科の様々な題材を通して人間  ・課題を発見し．その解決に向けて主体  ・就労体験や奉仕作業等を通して   

としての在り方．生き方を考え生き  的に取り組む力をつける   勤労観．職業観を養う   

る力を育む   ・情報を収集し，必要なものを適切に選  ・ホームルーム活動．学校行事，生   

・基礎学力の向上を図り．生涯を通  択できる力をつける   徒会行事などを通してコミュニケー   
して学ぶ意欲をつける   ・自分の将来に展望を持ち，目標に向  ション能力，人間関係力を高めると  

かって計画的に努力する力をつける  ともに．集団や社会の一員として将  

来の生活を築く基礎をつくり．自己  

の能力や適性を生かす力を培う   

異校種間の連携  校内推進体制  家庭・地域・企業との連携  
・小中学校でのキャリア教育の実践  
について情報を収集し．高校での  

実践に活用する  

・高校での実践を小中学校に紹介  
し．情報交換を行う   

・進路指導課を中心にキャリア教育  
を教職員全休で行う  
・キャリア教育推進委員会を設置し  
「総合的な学習の時間」のキャリア  
教育への活用を推進する   

ー広報活動や保護者懇談会，P  

TA総会など様々な機会を通し  

てキャリア教育の具体的な内容  
を説明し，家庭との一層の連携  

を図る  
・インターンシップ」級場見学等  
を通して．地域の教育力を活用  

する  
・さまざまな角度から地域にあ  
る教育力を柔軟に活用し．生徒  

のキャリアアップにつなげる  
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芋年1月  手折鞘  
生徒の主な活動  即違・連携する事項  

総合的な学習の時間（CAP）1 ホームルーム活動  その他  
】高校生話方イダンス  並路指導萎■会  

「高校生話を知る」  進路希望調査  救A対暮のキャリア研停  

基  人間関係づくリ  
進路ガイダンス   面接週間  キャリア教▼説明会（保護者）  キ   

ボランティア活動  
進  官金  

ほ  
≡  ンバス参加  

ヤ リ  

働く人の声取材（書）  キャリア研修  
ア  

…育大会  向  コミュニケーションカ向上l  料  
採  

の  上  キャリア教育講演会  路∃享  
「仕事を知る」  学  性教育講演会   

背  
推   

と11文化講濱舎   
自  

の  」‘一 二三こ  環撲蟄育講演会  

己  外   
遥童  

零†Z  

取 I且  ト面緋 晋毒ラ 
撃スポーツフdタ  r先…んだ姐  

■二 皿  
2】基礎力診断テスト  み  逢粥望調査   

…1  

31マラソン大会  員会  

圃  ■ト Tr  

会  

並路指導委■会  

進路希望調査  教具対■のキャリア研修  

人間関係づくり  

‘  

5尊歩大会  
1遭路のしおり先行  

る座帽ガイダンス  

「自己理解を深める」  
進路ガイダンス   
r先輩の道路を知る」  

キャリア緻書説明会（保護者）  

冊 
「働くを苧ぷJ  

進  
T  

テスト  
宇  リ  

キ8インターンシナプり＝・旛βけ▼（比・q）  
リ  

r仕事を宇ぶJ  ア  
課  絡  

リ9」体宵大会  充   r進路を決める」  就  教  

力鼻払  
実  キャリア教育漢満会  取  

育  

外  学 人…  推  
の  小論文指導2  籍  

導  進  

ほ  習l寧  
委  

絶  
円  員  

r社会人に研くJ  

み  先1の話を聞く会  
l  

且    こ進路希望調査  ．く■ コ：E   

「白檀を露託する」  

圃  

▲  
ノア鞘  

基 丁  r自分の道男香知るJ  

i進路ガイダンス  キャリア教書挽明会（保護者）   キ  

声華り・▼  r受験の革錯をするJ  就  

ミ「面接週間  
遺草ガイダンス  

進  ヤ  
オープンキャンバス鬱加  二．†∴  覿■ガイダンス  

リ  
■  

応募椚■壌見学  ア  
力 沫  路   教■対■のキャリア研修   

第
3
章
刷
 
 
 

社
会
理
錠
と
自
己
美
現
 
 

r小論文を知ろうJ  

r面接練習」  

キャリア教育講演会  

社会人講話  

9ぅ推薦人試乗望桝査 体事大金  コミュニケーションカ向上3  

批教室  

進路指導委1会  

人丑研件  

経れ合格者への相澤（就職■進学）  

導  

専  

門  

負  

進学面沌欄層  
推れ入居開始  
文化講演会  

スポーツフェスタ  

センター紋験  

卒業式  

環境教育講演会  

rこれからの自分を考え  

下級生と語る会  

進路指導妻入会  

昔＝・音速科  総・‥総合生活科  「Jは進路学晋でのテーマ  

総・‡霹‥・総合生活科・生活‡l祉コース  
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